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こと、 (2)変化過程のパターンを抽出することの 2 点を目標に、言語変化について論じたものである。
本論は 2 部 8 章で構成されている。
第 1 部では、論の中心となる第 2 部の各章の位置づけを示すために、先行研究のレピ、ューを行ったうえで、分析の
枠組みと研究対象の選定理由を示している。まず第 1 章では本論文の採る理論的立場を明示し、第 2 章では日本語に
おける意志・推量にかかわる表現の歴史的な変遷を先行研究から確認している。そして第 3 章では現代の諸方言の分






































本論文での目標である、 (1)言語変化のメカニズムを明らかにすること、 (2)変化過程のパターンを抽出することの 2
点は十分に達成されていると評価する。ともかく、近年の文法化研究の理論を、具体的な現地での事例をもって実証
した点において、本論文は斯界に貴重な貢献をなすものである。
ただし、本論文にも問題がないわけではない。それは、対象方言、対象フィールドがやや恋意的に選定されている
ように見える点である。今後の調査によって、本論文で検討され提示された変化パターンとは異なる部分も出現する
であろうことが予測される。しかしながら、それは今後の発展的課題として捉えるべき性質のものであり、本論文の
本質的価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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